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新規就農者の素顔 農業経営の状況（現在） 

氏名：大前 直也（おおまえなおや） 

住所：赤穂郡上郡町井上 

年齢：３３歳 

農  地： 約５０a 

施  設：ビニールハウス １８０㎡ 

経営内容： 

・軟弱野菜 約１０ａ

・露地野菜 約２０ａ少量多品目

労働力：本人＋妻 

出荷先：卸売市場、地元直売所など 

就農から現在まで 就農で良かった点、苦労した点 

2014～15 年 農業研修 

2015 年 4 月 上郡町にて新規就農 

2017 年 12 月 ビニールハウス建設(180 ㎡) 

○良かった点

 子供達と過ごせる時間が増えたこと

 子供達に「美味しい！」と言って食べ

てもらえると､頑張る活力になる。

 悩みも多いが色んな方々に助けていた

だきながら､充実した毎日が送れてい

る｡ 

○苦労した点

 露地栽培の場合、天候により､野菜の成

長や作業内容が大幅に左右される事

 厳寒期の野菜の管理

農業をめざした動機 後輩へ贈る言葉 

 祖父が生前利用していた農地の活用と子

供達に「安心で安全な野菜を食べさせた

い」という想いから農家になろう」と決

心しました。 

 現在､就農３年目ですがまだまだ失敗の

方が多いです｡でも、色々な方に相談に乗

っていただきアドバイスを貰ったら､何

にでもチャレンジ」するように心掛けて

います｡一人で悩まず、周りの方に頼る事

がとても大切だと思います｡ 

休日に子供達と野菜の苗を定植中


